
研究開発拠点のメインルーム。フォステクスのブックシェルフとトール
ボーイスピーカーがセットされている

ヴィオラとヴァイオリンの肩当用「KaNaDe The Strings 2 solo」
（上）、「The Strings 2 solo-light」（下）（各￥15,000・税込、取り
つけ料込／肩当ては購入者が用意）

複合材エンクロージャーと、そこから生み出された
KaNaDeインシュレーター

コントラバス･チェロ用「KaNaDe The Strings 1」
のφ100とφ50（￥31,000／各1個・税込）

KaNaDe効果を体験できる、岩木さんの音楽喫茶
Cafe・haruki（長野県北佐久郡軽井沢町）

楽器用KaNaDe誕生の端緒を作った、元群馬
交響楽団コントラバス奏者の岩木春樹さん

写真上は、KaNaDeインシュレーター
を製造する小林さん（左）と、レポート
中の林氏（右）。写真中央は、最新
バージョンのアースインシュレーター

「KaNaDe6ES」＋「6ES under」。
4個ずつ の8個セット販 売 のみ（￥
24,000・税込）。左手前のように2
段重ねで使う（ご購入はAmazon、
audio union、直販にて）

（株）金井製作所の代表取締役社
長、金井隆雄さん（右）と、同社イン
シュレーター部の小林 満さん（左）
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間もなく誕生10周年を迎える

画期的インシュレーターKaNaDe（奏）
その誕生までと進化の歴史
従来とはまったく異なる、技術的、科学的そして音質的にも、斬新な特徴を誇る画期的なインシュレーター、KaNaDe。最大の特
徴は、新開発された独自の音響用複合材料にある。一見すると同じ外観と見紛う製品群だが、この形状、素材配合、加工工程、
その全てに理論的な意味と音の裏づけが込められ、一つ一つのモデルで微調整されている。目的や用途ごとに最高の性能を発
揮するべく、徹底したこだわりで製造され、進化・発展しているのだ。そのKaNaDeができて、もうすぐ10年。仮想アースの
Konadeも好評を得る。どのように生み出され、今後展開されていくのか、開発者の元を訪ねた。

Main Photo by 田代法生

Text by

林 正儀
Masanori Hayashi

Recommended Products︱KaNaDe　KaNaDeインシュレーターの誕生と進化

唯
一
無
二
の
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー 

完
成
へ
の
道
の
り
と
進
化

　

ブ
レ
ー
キ
摩
擦
材
の
開
発
製
法
を
元

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
や
声
楽
に
最
適

な
素
材
配
合
率
を
見
出
し
て
作
ら
れ
る
、

Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
。

２
０
１
６
年
の
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
０
１
誕

生
以
来
、
８
年
間
で
３
万
５
０
０
０
セ

ッ
ト
を
売
り
上
げ
る
ヒ
ッ
ト
作
だ
。
プ

レ
ー
ヤ
ー
な
ど
の
機
器
向
け
か
ら
、
ス

ピ
ー
カ
ー
向
け
、
ケ
ー
ブ
ル
向
け
へ
と

展
開
し
、
さ
ら
に
は
イ
オ
ン
伝
導
を
付

与
し
た
ア
ー
ス
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の

Ｅ
Ｓ
へ
と
進
化
。
ま
た
、
仮
想
ア
ー
ス

や
、
楽
器
用
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
も
製
品
化

し
て
世
界
へ
と
広
く
展
開
し
、
Ｋ
ａ
Ｎ

ａ
Ｄ
ｅ
は
唯
一
無
二
の
ブ
ラ
ン
ド
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
開
発
者
で
あ

る
、（
株
）金
井
製
作
所
イ
ン
シ
ュ
レ

ー
タ
ー
部
の
小
林 

満
さ
ん
の
ご
自
宅

（
群
馬
県
の
館
林
近
郊
）に
お
伺
い
し
、

「
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
誕
生
ま
で
の
ヒ
ス
ト

リ
ー
」
を
探
求
し
た
。

摩
擦
材
の
製
法
を
生
か
し
た 

複
合
材
の
開
発
が
出
発
点

　

屋
外
の
気
温
計
が
42
度
を
表
示
す
る

猛
暑
の
日
だ
っ
た
。
小
林
邸
は
Ｋ
ａ
Ｎ

ａ
Ｄ
ｅ
の
研
究
開
発
拠
点
で
も
あ
る
た

め
、
歴
代
の
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
ア

イ
デ
ア
段
階
の
ア
イ
テ
ム
な
ど
、
興
味

深
い
体
験
と
発
見
の
連
続
と
な
っ
た
。

　

Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
は
、
粉
末
や
繊
維
原

料
を
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
で
熱
成
型
し
て

作
る
、
摩
擦
材
の
研
究
を
元
に
し
た
イ

計
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
革
新
と
な

る
機
能
性
の
高
い
複
合
素
材
を
開
発
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
、
当
時
の
副
社
長

か
ら
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
音
楽
と
オ
ー

デ
ィ
オ
好
き
の
小
林
さ
ん
が
思
い
つ
い

た
の
が
、
ブ
レ
ー
キ
摩
擦
材
と
同
じ
役

割
を
持
つ
オ
ー
デ
ィ
オ
部
品
で
あ
る
。

　

ブ
レ
ー
キ
と
言
え
ば
、
ク
ル
マ
の
歴

史
上
、
エ
ン
ジ
ン
ジ
ン
よ
り
も
優
先
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
安
全
に
止
ま
れ
な

い
と
、
ク
ル
マ
の
量
産
が
で
き
な
い
か

ら
だ
。
振
動
さ
せ
ず
静
粛
か
つ
迅
速
に

止
め
る
の
が
ブ
レ
ー
キ
摩
擦
材
の
理
想
。

「
摩
擦
材
の
よ
う
な
粉
末
複
合
材
料
を

イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
使
っ
て
み
た
い
。

で
も
論
文
が
ど
こ
に
も
な
い
ん
で
す
」。

な
ら
ば
、
音
と
振
動
の
専
門
家
で
あ
る

我
々
が
、
音
響
に
特
化
し
た
専
用
材
料

を
開
発
す
べ
き
だ
ろ
う
と
。

高
級
木
材
を
超
え
る
複
合
材
が 

音
楽
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
革
新

　

実
際
は
、
ま
ず
ス
ピ
ー
カ
ー
の
エ
ン

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
材
質
に
注
目
し
た
そ

う
だ
。「
同
じ
ス
ピ
ー
カ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

で
も
、
音
が
全
く
違
っ
て
き
ま
す
。
自

宅
で
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
音
場
を
安

価
に
再
現
し
た
い
。
良
い
音
に
は
良
い

エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
材
料
が
必
須
で
あ

る
」
と
。
そ
こ
で
フ
ォ
ス
テ
ク
ス
の
門

を
た
た
き
、
２
年
半
に
わ
た
り
素
材
研

究
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
こ
か
ら
専
門
的
な
話
が
続
く
が
、

エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
適
し
た
材
料
と

は
次
の
３
項
目
だ
。

①�

高
密
度
で
温
湿
度
に
よ
っ
て
変
形
し

に
く
い

②
均
一
な
多
孔
質
材
料

③�

力
学
特
性
が
異
方
性（
縦
が
粗
、
横

が
密
）

　

こ
れ
ら
は
、
木
材
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

と
分
か
り
や
す
い
。
木
材
に
は
比
重
の

小
さ
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
、
比
重
の
大
き

な
高
級
木
材
の
ウ
ェ
ン
ジ
や
ブ
ビ
ン
ガ

も
あ
る
。
高
級
木
材
は
重
厚
さ（
比
重

大
）や
、
色
が
濃
く
美
し
い
木
目
な
ど

が
特
徴
だ
。「
比
重
が
大
き
く
硬
い
も

の
ほ
ど
、高
付
加
価
値
な
傾
向
で
す
ね
」

電
子
顕
微
鏡
写
真
で
見
る
と 

縦
横
で
異
な
る
孔
構
造
を
持
つ

　

電
子
顕
微
鏡
写
真
を
見
て
い
た
だ
こ

う
。
こ
れ
は
気
孔
の
分
布
だ
。
高
級
木

材
に
は
小
さ
な
孔
が
開
い
て
お
り
、
摩

擦
材
も
同
じ
く
０
・
１
～
０
・
２
μ
ｍ

付
近
に
分
布
。
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
の
素
材

と
配
合
率
決
め
で
は
、
２
０
０
０
種
類

に
至
る
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
試
作
し
た
そ
う

だ
。「
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
は
素
材
の
中
の

孔
の
大
き
さ
を
、
プ
レ
ス
の
圧
力
や
樹

脂
の
量
で
自
由
自
在
に
変
え
ら
れ
る
ん

で
す
よ
」
と
、
小
林
さ
ん
は
涼
し
い
顔

だ
。
こ
の
技
術
で
、
ク
ル
マ
の
フ
ェ
ー

ド
特
性（
摩
擦
特
性
）を
調
整
す
る
ら

し
い
。
特
徴
的
な
の
が
、
縦
横
の
構
造

の
違
い
だ
。「
複
合
材
は
、
プ
レ
ス
に

よ
っ
て
、
木
と
同
様
に
縦
横
が
異
な
る

大
き
さ
の
孔
構
造
を
有
し
て
い
ま
す
」

ゆ
っ
く
り
と
し
た
減
衰
特
性
は 

イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
理
想
的

　

次
に
、
減
衰
特
性
は
オ
ー
デ
ィ
オ
的

に
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
叩
い
た
後

の
振
動
減
衰
の
仕
方
で
あ
る
が
、
複
合

材（
摩
擦
材
）は
木
材
と
同
じ
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
と
減
衰
し
て
い
く
。
粘
性
と

弾
性
の
両
方
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
、

つ
ま
り
、
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
最
適

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
に
は
載
っ
て
い

な
い
が
、
金
属
類
だ
と
減
衰
が
な
く
ま

っ
す
ぐ
に
な
る
。「
粘
性
体
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
ゴ
ム
の
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー

は
低
音
ば
か
り
で
高
音
が
出
ま
せ
ん
。

逆
に
弾
性
体
の
金
属
系
だ
と
高
音
偏
重

な
傾
向
に
な
り
ま
す
。
低
音
～
高
音
を

包
括
さ
せ
る
に
は
、
無
機（
金
属
）と

有
機
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
化（
粘
弾

性
体
）が
必
要
な
の
で
す
」

人
工
高
級
木
材
の
開
発
か
ら 

複
合
材
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
開
発
へ

　

複
合
材
を
開
発
す
る
中
で
、
完
成
形

の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
場
合
に
は
素

材
と
構
造
、
寸
法
形
状
が
与
え
ら
れ
る

た
め
、
性
質
が
判
断
し
に
く
く
な
る
。

こ
の
た
め
、
開
発
の
方
向
は
エ
ン
ク
ロ

ー
ジ
ャ
ー
か
ら
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
へ

と
変
更
さ
れ
た（
フ
ォ
ス
テ
ク
ス
助

言
）。
そ
し
て
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の

研
究
で
は
、
素
晴
ら
し
く
良
い
性
能
が

得
ら
れ
た
。
完
成
品
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス

テ
ム
の
付
属
脚
に
採
用
直
前
ま
で
に
至

っ
た
そ
う
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
コ
ス

ト
面
で
断
念
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
多
く
の
収
穫
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
の
研
究
の
成
果
を
生
か
す
べ
く
、

小
林
さ
ん
は
同
じ
く
オ
ー
デ
ィ
オ
好
き

で
も
あ
る
金
型
専
門
メ
ー
カ
ー
（
株
）

ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
だ
。
か
つ
て
小
林
さ

ん
が
勤
務
し
て
い
た
日
清
紡
ブ
レ
ー
キ

（
株
）で
ブ
レ
ー
キ
摩
擦
材
の
開
発
担

当
だ
っ
た
時
代
に
、「
新
し
い
素
材
設



木材の比重による分類と用途気孔径の分布比較伝達速度内部損失の分布図（音の速度と柔らかさ）

KaNaDeの8つの素材成分
微細組織観察結果（電子顕微鏡写真）摩擦材の減衰特性（木材3種と複合材<右下>の比較）

オーディオ用仮想アース
自作キット「Konade ア
ース P & G（K I T）」（ ￥
12,000／2個セット、税・
送料込、Amazon、audio 
 union、直販）（※空き端
子 アースCap付きは￥
16,000／同）

光ディスク用静電気
除 去シール「KaN 
aDe C MatriX」

（ ￥1,500／28枚+
α・税込）

右上は第1弾の「KaNaDe01」（生産販売
終了）、右下は機 器 用「KaNaDe03S」

（¥20,000／4個）、左上は小中型ブックシェ
ルフ向け「KaNaDe02S bf-V」（¥32,000
／2枚）、左 下はケーブルインシュレーター

「KaNaDe ciS」（¥11,000／1個）（各税込）

KaNaDeの有無を比較してヴ
ァイオリンを奏でる小林 満さん
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金
井
製
作
所
の
金
井
隆
雄
社
長
の
協
力

を
得
、
日
清
紡
ブ
レ
ー
キ（
株
）時
代

に
取
得
し
た
素
材
の
特
許
を
買
い
取

り
、
２
０
１
５
年
に
新
規
事
業
と
し
て

製
品
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

複
合
材
に
用
い
る
８
つ
の
素
材
を
絶

妙
に
ブ
レ
ン
ド
で
き
た
の
は
、
小
林
さ

ん
の
深
い
知
識
と
音
楽
の
耳
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。
こ
う
し
て
８
つ
の
素
材
と
木

材
構
造
、
そ
し
て
十
字
ス
リ
ッ
ト
と
い

う
特
許
を
も
つ
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
イ
ン
シ

ュ
レ
ー
タ
ー
が
誕
生
す
る
。

　

Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
の
由
来
は
「
音
楽
を

奏
で
る
」
だ
が
、
こ
れ
は
聴
き
手
の
立

場
に
立
っ
て
、
良
い
音
楽
を
聴
い
て
も

ら
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
の
命
名

で
あ
る
。
苦
労
し
た
の
は
摩
擦
材
を
作

る
装
置
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
金
井
社

長
が
自
ら
混
合
機
を
製
作
し
、
熱
プ
レ

ス
機
は
外
注
で
用
意
し
た
そ
う
だ
。

Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
を
構
成
す
る 

８
つ
の
素
材
成
分
の
秘
密

　

改
め
て
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
の
８
つ
の
素

材
成
分
に
触
れ
よ
う
。「
今
話
せ
る
範

囲
で
は
、
楽
器
の
音
域
別
に
８
つ
の
原

料
が
別
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
バ

ス
ド
ラ
ム
／
ベ
ー
ス
の
部
分
を
受
け
持

つ
特
殊
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
の
ほ
か
、
楽

器
の
帯
域
別
に
有
機
お
よ
び
無
機
や
金

属
粉
末
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
企
業
秘
密
で
す
が
、
再
来
年
の
10

周
年
に
は
公
開
し
よ
う
か
と
」

技
術
デ
ー
タ
の
開
示
と
分
析 

具
体
的
な
音
の
効
果
に
納
得
す
る

　

興
味
深
い
技
術
デ
ー
タ
に
「
音
の
速

度
と
柔
ら
か
さ
」
の
表
が
あ
る
。
縦
が

伝
播
速
度
で
、
ポ
ン
と
叩
い
た
時
に
戻

っ
て
く
る
ス
ピ
ー
ド
だ
。
横
軸
は
低
音

の
豊
か
さ
で
、
左
上
に
位
置
す
る
金
属

で
は
粘
性
が
な
い
た
め
、
響
き
の
豊
か

さ
が
出
て
こ
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
も
粘
性

も
両
方
持
っ
て
い
る
の
が
木
材
で
、
有

機
物
ゆ
え
に
孔
が
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
孔
が
な
く
粘
性
ば
か
り
な
の
で
ス

ピ
ー
ド
感
不
足
だ
。
良
い
位
置
に
収
ま

る
の
が
複
合
材
で
、
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
は

ほ
ぼ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
な
、
と
分
か
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
複
合
し
、
ど
の

よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
、
古
い
録
音
で
も
臨

場
感
の
高
い
立
体
的
な
音
質
へ
と
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
音
響
用
複
合

材
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
と
い
う
こ
と
か
。
も

ち
ろ
ん
現
代
録
音
で
あ
れ
ば
、
情
報
ロ

ス
の
な
い
最
先
端
の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
サ

ウ
ン
ド
を
満
喫
さ
せ
る
は
ず
だ
。

Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
０
１
に
始
ま
っ
た 

イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
進
化

　

Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
シ
リ
ー
ズ
は
２
０
１

６
年
の
０
１（
生
産
終
了
）に
始
ま
っ

た
。
そ
の
後
、
赤
い
フ
ェ
ル
ト
が
な
く

な
り
、
溝
と
表
面
形
状
を
工
夫
し
て
特

許
化
。
０
２
Ｓ
ｂ
ｆ
は
小
・
中
型
ス
ピ

ー
カ
ー
専
用
の
少
し
大
き
め
サ
イ
ズ
で
、

中
央
に
１
個
置
い
て
使
う
。
次
の
０
３

Ｓ
で
は
、
圧
力
の
高
い
と
こ
ろ
を
盛
り

上
が
ら
せ
て
接
触
す
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
溝
を
貫
通
し
な
い
よ
う
に
し

た
。
こ
れ
だ
け
で
差
別
化
で
き
る
そ
う

だ
。
続
い
て
、
黄
金
の
イ
ン
シ
ュ
レ
ー

タ
ー
作
品
４
番
や
５
周
年
モ
デ
ル
で
マ

ル
チ
ユ
ー
ス
の
５
Ｓ
が
登
場
。
そ
の
進

化
を
継
続
中
だ
。
２
０
２
４
現
在
、
第

６
世
代
の
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
６
Ｅ
Ｓ
が
好

評
で
、
新
し
い
７
Ｅ
Ｓ
も
開
発
中
だ
。

粉
で
作
る
Ｋ
ｏ
ｎ
ａ
ｄ
ｅ 

仮
想
ア
ー
ス
の
研
究
と
開
発

　

小
林
さ
ん
は
前
職
で
分
析
も
担
当
し
、

燃
料
電
池
部
品
の
素
材
設
計
と
表
面
分

析
の
経
験
が
あ
る
。
そ
れ
を
生
か
し
て

新
た
に
開
発
し
た
の
が
、
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ

ｅ
初
の
仮
想
ア
ー
ス
、
そ
の
名
も
「
Ｋ

ｏ
ｎ
ａ
ｄ
ｅ
ア
ー
ス
０
１（
Ｋ
Ｉ
Ｔ
）」

だ
。
粉
で
ア
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
ジ
ョ
ー
ク
で
命
名
さ
れ
た
イ
オ
ン

電
池
だ（
特
許
登
録
済
）。

　

袋
に
入
っ
た
４
種
類
の
原
料
に
水
を

加
え
て
混
ぜ
、
手
軽
に
自
作
で
き
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
を
増
や
し
、
ノ
イ
ズ

を
拡
散
さ
せ
る
一
般
の
や
り
方
に
対
し
、

こ
ち
ら
は
弱
い
コ
ン
デ
ン
サ
ー
効
果
を

使
っ
て
信
号
ノ
イ
ズ
を
減
衰
さ
せ
る
仕

組
み
だ
。
イ
オ
ン
伝
導
性
の
あ
る
無
機

粉
末
を
組
み
合
わ
せ
て
、
特
定
の
周
波

数
特
性
を
持
た
せ
た
コ
ン
デ
ン
サ
ー
ア

ー
ス
。
Ｋ
ｏ
ｎ
ａ
ｄ
ｅ
０
２
Ｓ
は
高
域

用
、
Ｋ
ｏ
ｎ
ａ
ｄ
ｅ
Ｐ
＆
Ｇ（
ピ
ア
ノ

＆
弦
楽
器
）は
中
域
用
な
ど
、
使
い
分

け
て
も
併
用
し
て
も
楽
し
め
る
。
音
楽

好
き
の
人
に
お
薦
め
の
効
果
だ
。

オ
ー
デ
ィ
オ
か
ら
楽
器
用
へ
応
用 

生
命
力
と
音
量
に
効
果
を
発
揮

 

「
楽
器
用
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
は
２
０
１
７

年
に
、
軽
井
沢
音
楽
喫
茶Cafe

・

haruki

で
の
元
群
馬
交
響
楽
団
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
奏
者
、
岩
木
春
樹
さ
ん
と
の
出

会
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
」。
弦
楽
器

用
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
、
試

行
錯
誤
の
末
、
エ
ン
ド
ピ
ン
用
の
イ
ン

シ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
開
発
。「
こ
れ
が
あ

る
と
な
い
と
で
は
、
鳴
り
が
ま
る
で
違

い
ま
す
。
ぐ
っ
と
音
量
が
上
が
っ
て
音

が
飛
ぶ
。
楽
器
が
生
命
力
を
持
つ
よ
う

で
す
」。
音
量
を
上
げ
た
い
人
が
多
い

の
だ
。
演
奏
家
が
次
々
に
カ
フ
ェ
を
訪

れ
て
は
試
し
、愛
用
者
に
な
っ
て
い
く
。

　

製
品
名
は
「
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ 

Ｔ
ｈ

ｅ
Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
」
だ
。
大
型
の
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
用
や
チ
ェ
ロ
用
が
Ｓ
ｔ
ｒ

ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
１
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ヴ

ィ
オ
ラ
は
Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
２
を
肩
当

て
に
使
用
す
る
。「
地
味
な
ヴ
ィ
オ
ラ

が
朗
々
と
鳴
り
響
い
て
驚
き
ま
し
た
」。

オ
ー
デ
ィ
オ
用
と
は
配
合
比
が
異
な
り
、

放
射
状
に
配
置
し
た
溝
が
特
徴
的
だ
。

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
室
内
楽
な
ど
国
内

外
で
プ
ロ
・
ア
マ
の
７
０
０
人
が
愛
用

中
と
い
う
。
演
奏
会
だ
け
で
な
く
録
音

時
に
も
使
わ
れ
、『
デ
ュ
オ
・
オ
ブ
リ

ガ
ー
ト
』
な
ど
の
Ｃ
Ｄ
で
、
素
晴
ら
し

い
録
音
を
聴
け
る
。
ま
た
日
本
経
済
新

聞
の
ウ
ェ
ブ
記
事（
２
０
１
８
年
）に

「
元
ブ
レ
ー
キ
職
人
の
技
“
カ
ナ
デ
”

が
支
え
る
弦
楽
奏
」と
し
て
掲
載
さ
れ
、

話
題
に
な
っ
た
こ
と
も
。

聴
け
ば
分
か
る
効
果
の
違
い 

飽
く
な
き
進
化
も
実
に
楽
し
み
だ

　

Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
は
２
つ
の
部
屋
で
試

聴
し
た
。
メ
イ
ン
ル
ー
ム
で
は
フ
ォ
ス

テ
ク
ス
の
ブ
ッ
ク
シ
ェ
ル
フ
が
朗
々
と

鳴
っ
て
い
た
。
今
日
の
音
源
は
、
主
に

「
ケ
ル
テ
ス
／
ウ
イ
ー
ン
フ
ィ
ル
」
の

名
盤
『
新
世
界
』。
艶
や
か
か
つ
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
で
、
イ
ン
シ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
有
無
や
種
類
に
よ
る
音
の
違
い

を
そ
の
場
で
確
認
で
き
た
。
ス
ピ
ー
カ

ー
用
０
２
Ｓ
ｂ
ｆ
‐
Ｖ
の
３
段
重
ね
で

は
、
耳
が
試
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
低

音
の
豊
か
な
響
き
や
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

な
空
間
ス
ケ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
。

　

ト
ー
ル
ボ
ー
イ
で
は
、
ケ
ル
テ
ス
の

ド
ラ
イ
ブ
力
に
圧
倒
さ
れ
、
重
厚
で
３

次
元
的
な
“
見
え
る
音
”
に
な
る
効
果

が
印
象
に
残
る
。

 

「
じ
ゃ
あ
次
は
弾
き
ま
し
ょ
う
」。
小

林
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー

で
は
、
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
２
の

圧
倒
的
な
効
果
に
驚
い
た
。
聴
き
比
べ

る
と
、
明
ら
か
に
ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
で
音

色
が
艶
や
か
に
な
る
の
だ
。

　

Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
は
６
Ｅ
Ｓ
か
ら
７
Ｅ

Ｓ
へ
と
進
化
は
さ
ら
に
続
く
。「
Ｋ
ａ

Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
は
６
Ｅ
Ｓ
が
現
行
モ
デ
ル

で
、
次
の
７
Ｅ
Ｓ
の
研
究
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
」。
10
材
質
か
ら
１
つ
増
え

て
11
材
質
に
な
る
よ
う
？ 

だ
が
、
そ

れ
は
ま
た
完
成
ま
で
の
お
楽
し
み
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
目
玉
で
あ
る
仮
想
ア

ー
ス
Ｋ
ｏ
ｎ
ａ
ｄ
ｅ
も
新
し
い
モ
デ
ル

を
検
討
中
で
、
試
作
品
を
ち
ょ
っ
と
聴

か
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
ち
ら
は
最
先
端

の
マ
テ
リ
ア
ル
を
導
入
か
！ 

　

ま
だ
ま
だ
Ｋ
ａ
Ｎ
ａ
Ｄ
ｅ
製
品
の
進

化
は
止
ま
ら
な
い
。
期
待
を
込
め
て
注

目
し
よ
う
。

使
え
ば
分
か
る
、音
楽
を
奏
で
る
イ
ン
シ
ュレ
ー
タ
ー

全
て
の
楽
器
に
命
が
宿
る
Ｋａ
Ｎａ
Ｄｅ

●問い合わせ先：（株）金井製作所　インシュレーター部　mail：kanade@e-kanai.com 〒340-0203埼玉県久喜市桜田5-8-3　Tel:0480-58-3311
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